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古
来
か
ら
日
本
の
服
装
に
着
用
さ
れ
て
い
る
帯
は
、
和
服
に
と
っ
て
重
要
な
装

飾
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
号
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
服
装
が

洋
装
化
し
た
今
日
で
は
、
後
ろ
で
結
ぶ
帯
は
、
若
い
人
の
和
装
の
な
や
み
の
種
の

よ
う
で
あ
る
。
　
「
帯
が
し
め
ら
れ
な
い
の
で
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る

が
、
年
々
帯
の
結
び
方
は
派
手
に
な
り
、
そ
の
文
様
も
古
典
的
な
荘
重
な
も
の
が

好
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
独
特
の
帯
が
外
へ
表
は
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
桃
山
時
代
か
ら
の
こ
と
で
、
特
に
帯
と
し
て
大
き
く
発
展
し

た
江
戸
時
代
の
帯
巾
と
そ
の
結
び
方
に
つ
い
て
は
、
前
に
記
し
た
が
、
こ
の
度
は

帯
の
歴
史
的
変
遷
と
、
江
戸
時
代
を
中
心
と
し
た
地
質
、
色
目
、
文
様
な
ど
に
つ

い
て
、
記
述
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
変
遷
で
あ
る
が
、
帯
は
紐
が
発
達
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
石
崎
忠
司
氏
の
「
帯
の
歴
史
」
に
は
、
帯
と
い
う
言
葉
の
語
源
は
「
お
」
は

「
緒
」
　
「
ぴ
」
は
「
む
す
び
」
で
あ
る
と
、
「
日
本
釈
名
」
に
あ
る
と
記
さ
れ
て

い
る
。
原
始
時
代
の
人
々
は
、
衣
服
の
前
や
す
そ
が
開
か
な
い
よ
う
に
、
細
い
紐

状
の
も
の
を
腰
に
し
め
、
前
、
あ
る
い
は
横
、
後
ろ
な
ど
で
結
ん
で
、
そ
の
余
り

を
垂
ら
し
て
い
た
よ
う
だ
。
古
語
の
「
た
ら
し
」
と
云
う
の
は
、
帯
の
こ
と
で
、

古
事
記
や
日
本
書
記
で
は
、
帯
と
い
う
文
字
を
「
た
ら
し
」
と
よ
ん
で
い
た
と
云

う
。
こ
の
よ
う
に
別
の
意
味
か
ら
紐
が
う
ま
れ
、
発
達
し
て
帯
に
な
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。

　
奈
良
時
代
の
女
性
の
衣
服
は
、
上
下
二
部
式
に
分
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
中
国
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ず
り

朝
鮮
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
帯
は
、
倭
文
布
と
呼
ば
れ
る
横

縞
の
細
巾
の
平
く
け
紐
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
巾
は
一
寸
五
分
（
α
・
『
砺
）
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か
ら
二
寸
（
刈
・
O
傭
）
位
の
巾
で
あ
っ
た
と
田
叶
わ
れ
る
。
こ
の
織
物
を
帯
に
川
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
へ
　
し
　
ず
は
た
お
び

た
こ
と
は
、
万
葉
集
巻
十
一
に
も
「
古
の
倭
文
機
帯
を
結
び
垂
れ
、
誰
と
ふ
人
も

君
に
は
ま
さ
じ
」
と
あ
る
の
で
も
分
か
る
。
か
の
高
松
塚
古
墳
の
壁
画
の
女
性
の

姿
も
組
紐
を
し
て
い
る
。
奈
良
、
平
安
時
代
に
は
、
服
装
上
の
き
ま
り
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
た
い

男
子
で
は
正
装
（
束
帯
）
の
時
に
す
る
石
帯
が
あ
る
が
、
略
装
、
平
常
に
は
、
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ム
ば
た

物
の
帯
を
用
い
た
よ
う
で
、
多
く
は
綺
、
錦
が
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
錦
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ま
に
し
き

使
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
万
葉
集
巻
十
一
に
「
垣
ほ
な
す
人
は
云
へ
ど
も
、
高
麗
錦

紐
解
き
開
け
し
君
な
ら
な
く
に
」
　
「
高
麗
錦
紐
解
き
開
け
て
夕
だ
に
、
知
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぼ

命
恋
ひ
つ
㌧
か
あ
ら
む
」
と
あ
る
。
又
婦
人
の
外
出
着
の
壷
装
束
の
掛
帯
は
、
赤

い
細
紐
を
肩
か
ら
垂
ら
し
た
。
こ
れ
は
厳
密
に
云
え
ば
帯
で
は
な
い
。
庶
民
の
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
び
ら

子
は
古
く
か
ら
手
な
し
の
短
い
筒
袖
式
の
服
装
に
、
　
「
樒
」
と
云
う
腰
巻
式
の
も

の
を
ま
と
っ
て
、
紐
を
用
い
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
ぎ
の

　
鎌
倉
時
代
の
帯
は
、
絹
か
施
の
細
帯
で
浅
紅
な
ど
の
く
け
紐
を
、
前
か
脇
に
結

ん
で
用
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
戦
国
時
代
（
織
田
信
長
の
天
下
統
一
迄
）
は
国
を
あ
げ
て
戦
乱
の
巷
と
な
っ
た

時
代
で
あ
る
か
ら
、
風
俗
も
全
く
統
一
を
か
き
、
混
乱
し
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の

間
に
南
蛮
、
支
那
、
朝
鮮
と
の
貿
易
は
興
隆
し
て
、
各
種
の
織
物
が
招
来
さ
れ
、

職
工
も
我
国
に
漸
次
来
朝
し
て
、
堺
の
津
で
各
種
の
織
物
を
織
り
出
し
、
周
防
の

山
口
に
於
て
も
、
染
織
工
業
が
勃
興
し
、
堺
の
職
工
は
京
都
の
西
北
白
雲
村
雲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
　
シ

地
に
移
っ
て
、
こ
㌧
に
大
規
模
な
染
織
が
起
っ
た
。
こ
れ
が
西
陣
織
血
止
で
あ
る
。

こ
の
頃
の
帯
地
と
し
て
は
、
錦
、
金
欄
、
付
子
、
縮
緬
、
谷
倉
、
綾
正
、
木
綿
は

大
永
年
間
か
ら
相
模
で
製
出
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
の
帯
は
す
べ
て
細
い
く
け
紐

で
、
　
「
宗
五
大
草
紙
」
　
「
女
房
筆
・
記
」
に
、
古
く
は
六
つ
割
で
あ
っ
た
が
、
八
代

義
政
の
時
か
ら
八
つ
割
に
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
の
後
、
西
陣
織
は
秀
＋
口
の
奨
励
に

よ
っ
て
盛
に
な
り
、
今
臼
に
到
る
ま
で
、
帯
地
そ
の
他
の
織
物
に
使
用
さ
れ
て
い

る
。　

安
土
桃
山
時
代
に
は
、
現
在
の
和
服
の
源
流
と
な
っ
た
小
袖
が
急
速
に
発
達

し
、
女
子
の
服
装
は
小
袖
の
着
物
に
細
帯
が
多
く
、
前
で
結
び
垂
れ
て
い
た
が
、

小
袖
の
形
態
は
、
身
巾
、
お
く
み
巾
は
共
に
広
く
、
袖
つ
け
良
く
、
振
が
な
か
っ

た
の
で
、
お
の
つ
と
く
け
帯
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
寸
法
は
巾
一
寸
五
分
（
切
絹
§
）

か
ら
二
寸
（
S
①
§
）
位
で
、
芯
に
紙
を
入
れ
た
ら
し
い
。
和
服
の
帯
と
し
て
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ご
や

め
て
登
場
し
た
の
に
、
桃
山
時
代
の
名
護
屋
帯
が
あ
る
。
松
浦
屏
風
の
絵
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
　
　
　
ひ
ぜ
ん

男
女
と
も
同
じ
位
の
巾
の
帯
を
し
て
い
る
。
こ
の
名
護
屋
帯
は
明
か
ら
肥
前
（
佐

賀
県
）
の
名
護
屋
に
渡
来
し
た
も
の
で
、
太
さ
約
一
寸
（
ω
・
。
。
§
）
長
さ
一
毛
余

り
（
ω
刈
㊤
§
）
紐
の
両
尖
端
に
は
豊
か
な
房
が
つ
い
て
い
る
。
（
前
述
）
そ
れ
を

腰
の
あ
た
り
に
幾
重
に
も
巻
き
つ
け
て
、
後
ろ
又
は
前
で
結
ん
だ
も
の
で
、
そ
の

様
子
は
、
彦
根
屏
風
を
は
じ
め
浮
世
絵
な
ど
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
　
「
そ
の
色
は

　
　
　
　
べ
に

白
あ
り
、
紅
あ
り
、
青
、
黄
、
赤
な
ど
の
交
っ
て
彩
色
し
た
る
も
の
あ
り
」
と
骨

…
重
集
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
帯
を
用
い
た
の
は
若
い
女
子
か
遊
女
で
あ
っ

て
、
一
般
に
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
又
女
官
や
御
殿
女
中

の
用
い
た
「
附
帯
」
が
あ
る
が
、
地
質
は
金
欄
が
多
く
用
い
ら
れ
中
に
芯
を
入
れ

て
、
袋
状
に
し
て
結
ん
で
い
た
と
あ
る
。
こ
の
様
に
女
性
の
帯
に
は
、
色
々
工
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
な
だ

さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
男
の
帯
は
巾
が
狭
く
、
　
「
く
け
帯
」
や
哨
真
田
紐
の

帯
」
を
用
い
た
ら
し
い
。
落
穂
集
に
、
　
「
江
戸
の
昔
を
い
う
に
郷
村
の
百
姓
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
の
こ

目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
有
様
な
り
。
男
女
仁
山
に
布
子
と
申
物
を
着
し
、
縄
の
帯
を
着

し
、
わ
ら
に
て
髪
を
束
ね
た
る
者
ば
か
り
の
や
う
に
之
有
痴
言
、
云
々
」
と
あ
る
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が
、
こ
れ
ら
は
江
戸
の
み
な
ら
ず
、
国
内
到
る
所
の
地
方
の
実
況
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　
さ
て
今
回
も
江
戸
時
代
の
帯
風
俗
を
前
馬
と
同
じ
く
三
期
に
わ
け
、
前
期
を
江

戸
幕
府
開
府
よ
り
正
徳
ま
で
、
中
期
を
享
保
よ
り
天
明
ま
で
、
後
期
を
寛
政
以
降

幕
末
（
慶
応
）
ま
で
、
と
す
る
。
そ
の
風
俗
の
特
色
は
、
前
期
は
幕
府
創
業
当
初

の
意
気
軒
昂
な
風
潮
を
反
映
し
て
、
混
乱
と
窮
乏
の
中
か
ら
新
し
い
江
戸
文
化
が

芽
ば
え
、
混
迷
の
中
か
ら
町
人
文
化
が
発
達
し
て
、
雄
健
豪
華
な
元
禄
町
人
風
俗

が
生
れ
た
。
こ
の
当
時
は
な
お
武
家
に
対
抗
す
る
意
識
が
強
く
底
流
し
て
い
た
の

で
、
風
俗
の
上
に
も
そ
の
徴
候
が
多
く
見
ら
れ
る
。
武
張
っ
た
も
の
、
奇
矯
な
も

の
が
好
ま
れ
、
模
様
な
ど
も
、
華
麗
な
大
柄
な
も
の
が
流
行
し
た
。
こ
れ
ら
の
風

俗
は
、
武
家
や
富
裕
な
町
人
、
或
は
歌
舞
伎
役
者
た
ち
に
好
ま
れ
た
。

　
中
期
は
悠
然
と
し
て
自
信
に
満
ち
た
町
人
生
活
を
反
映
し
、
前
期
の
中
頃
か
ら

経
済
の
実
権
を
握
っ
た
町
人
が
、
市
民
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
町
人
風

俗
を
独
自
の
立
場
で
確
立
し
た
の
が
、
こ
の
期
間
で
あ
る
。
中
期
の
風
俗
が
上
方

依
存
を
脱
し
て
、
江
戸
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
浅
草
蔵
前
に
住
ん
だ
札
差
仲

間
で
あ
っ
た
。
札
差
た
ち
の
横
道
ぶ
り
は
、
元
禄
の
大
町
人
た
ち
と
は
又
別
の
野

性
味
が
あ
っ
た
。
中
期
の
風
俗
は
彼
等
の
極
道
ぶ
り
が
絶
頂
に
達
し
た
。
安
永
、

天
明
に
あ
っ
て
江
戸
風
俗
の
多
種
多
様
、
艶
麗
無
比
な
風
俗
が
こ
の
時
期
で
あ

る
Q

　
後
期
は
集
大
成
さ
れ
た
風
俗
を
洗
練
陶
治
し
、
託
つ
い
た
心
境
が
後
期
の
風
俗

全
体
を
支
配
し
て
い
る
。
文
化
、
文
政
か
ら
天
保
へ
か
け
て
の
清
楚
な
趣
味
、
渋

好
み
と
な
り
、
寛
政
頃
か
ら
文
様
も
簡
素
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
寛
政
元
年
の
奢

修
禁
止
令
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
上
に
は
木
綿
を
使
い
な
が
ら
、
裏
に
は
上
質
の
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羽
二
重
を
別
に
蓄
え
て
染
め
た
り
、
ひ
い
き
の
画
師
に
画
を
描
か
せ
た
り
し
て
、

目
に
見
え
な
い
贅
沢
を
し
た
の
が
、
後
期
の
通
人
の
服
装
の
好
み
で
あ
っ
た
。
中

期
の
華
美
に
対
す
る
反
動
も
大
き
か
っ
た
の
で
、
絢
欄
と
か
華
美
と
云
っ
た
好
み

を
超
越
し
た
表
面
素
朴
に
見
え
る
趣
味
の
底
に
無
比
の
技
巧
を
隠
し
て
い
る
の

が
、
後
期
の
風
俗
の
特
色
で
あ
る
。
次
に
三
期
の
帯
の
地
質
、
模
様
を
述
べ
た

い
。
江
戸
期
に
入
る
と
、
女
性
の
服
装
は
小
袖
に
帯
姿
と
云
う
簡
略
な
も
の
と
な

っ
た
が
、
寛
文
以
降
元
禄
に
か
け
て
女
性
の
小
袖
は
華
麗
、
贅
沢
な
も
の
と
な

り
、
帯
も
小
袖
に
合
わ
せ
て
、
豪
華
絢
燗
な
も
の
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
帯
の
巾

は
男
子
の
は
一
体
に
巾
狭
く
、
女
子
の
が
広
か
っ
た
。
　
「
独
語
」
　
（
大
宰
春
墓
）

に
は
寛
永
頃
の
帯
は
鯨
尺
二
寸
ば
か
り
で
紙
を
芯
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
寛
永

十
九
年
刊
「
あ
づ
ま
物
語
」
に
は
、
当
時
の
遊
女
の
帯
の
巾
を
五
～
六
寸
（
一
Q
。
。
㊤

～
b
。
N
絢
§
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
帯
の
巾
は
遊
女
な
ど
か
ら
広
く
な
っ
た
と

思
は
れ
る
。
寛
文
か
ら
延
宝
に
か
け
て
は
面
子
三
ツ
割
、
ニ
ツ
割
と
し
て
長
さ
一

丈
二
、
三
尺
（
癖
G
阿
α
～
ら
㊤
卜
。
§
）
、
巾
も
丈
も
大
と
な
っ
た
。
　
（
昔
々
物
語
）
こ
れ

は
延
宝
の
名
優
上
村
吉
弥
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
で
、
上
村
吉
弥
が
三
月
十
八
日
京

都
の
祇
園
町
の
さ
る
家
か
ら
、
花
見
に
活
ゆ
く
人
々
の
姿
を
眺
め
て
い
る
と
、
東

洞
院
の
浮
世
紺
屋
の
お
春
と
い
う
名
題
の
娘
が
、
帯
の
結
び
方
を
唐
犬
の
耳
の
垂

れ
た
よ
う
に
結
ん
で
い
た
の
に
ヒ
ン
ト
を
得
、
こ
れ
か
ら
帯
の
両
端
に
鉛
の
錘
を

入
れ
、
帯
を
一
丈
二
尺
（
ら
α
α
§
）
の
長
さ
と
し
て
舞
台
で
演
じ
た
の
で
、
「
吉

弥
結
」
と
い
う
名
で
評
判
に
な
っ
た
。
　
（
前
述
〉
こ
の
「
吉
弥
結
」
は
結
目
垂
下

の
先
駈
を
し
た
点
で
は
風
俗
史
上
に
重
大
な
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
吉
弥

結
」
は
後
に
は
全
く
形
が
変
っ
て
結
方
は
斜
と
な
り
、
、
兀
禄
の
吉
弥
結
の
右
手
の

上
っ
た
も
の
と
な
り
、
．
腰
元
結
と
い
っ
て
腰
．
ル
に
結
ば
れ
た
が
、
現
代
で
も
京
都

13



　
　
　
　
　
　
続
　
江
戸
時
代
の
帯
の
研
究

で
は
「
キ
ッ
チ
ャ
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
上
村
吉
弥
か
ら
女
帯
の
結
び

方
が
、
芸
術
的
、
装
飾
的
と
な
っ
て
、
長
さ
、
巾
が
共
に
広
く
長
く
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
風
俗
研
究
2
8
号
、
若
原
史
朗
氏
の
上
村
吉
弥
考
に
よ
る
と
、
「
吉
弥
の
墓
は
、
京

都
裏
寺
町
蛸
薬
師
購
入
西
側
、
浄
土
宗
常
楽
寺
の
墓
域
、
東
高
壁
際
か
ら
二
墓
列

柱
の
南
か
ら
六
無
目
に
西
面
し
て
建
て
ら
れ
て
あ
る
。
高
さ
二
尺
四
寸
（
㊤
O
．
⑩
§
）

巾
九
寸
七
分
（
ω
①
絢
§
）
厚
さ
六
寸
（
卜
。
N
・
刈
§
）
の
墓
石
で
、
正
面
に
知
郭
英
恩

信
士
の
墓
、
向
っ
て
右
側
に
家
紋
と
上
村
吉
弥
墓
、
左
側
に
享
保
九
辰
六
月
十
四

日
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
墓
石
が
同
轍
の
墓
地
石
垣
中
に
、
石
垣
の
一

つ
と
し
て
積
ま
れ
て
い
る
の
を
同
氏
が
発
見
さ
れ
た
の
が
大
正
十
年
の
冬
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　
若
原
氏
は
吉
弥
の
墓
石
で
あ
る
と
思
い
、
江
馬
先
生
の
確
認
を
得
て
、
先
生
と

融
融
．
譜
繰
翻
銚
・
3
．
一

　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
を
　
い

　
　
へ
　
　
　
や
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

仁
磨
嘉
…
一
　
紘
縄
∴
㎡
．
財
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
螢
よ

墓石のあった石垣

醗欝

’燃

麟

饗

上村吉弥の墓上村吉弥の墓
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二
人
で
取
り
出
し
、
右
の
位
置
に
安
置
さ
れ
た
。
と
あ
る
。
こ
の
吉
弥
の
墓
は
現

在
も
新
京
極
裏
寺
町
の
常
楽
寺
に
当
時
の
ま
㌧
の
状
態
で
安
置
さ
れ
、
西
陣
織
の

帯
関
係
の
方
、
浮
世
絵
研
究
会
、
上
村
吉
弥
の
名
前
を
襲
名
さ
れ
た
俳
優
の
方

が
、
供
養
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
上
村
吉
弥
が
実
在
の
人
で
あ
っ
た
こ
と

が
立
証
さ
れ
る
。

　
上
村
吉
弥
か
ら
起
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
帯
丈
の
長
さ
と
、
帯
巾
の
広
さ
は
元
禄

に
な
っ
て
少
し
短
く
な
っ
て
い
る
。
元
禄
年
間
刊
「
女
重
宝
記
」
の
中
に
は
、

「
帯
の
こ
と
絹
一
幅
の
大
ち
ら
し
の
そ
め
帯
長
さ
八
尺
（
ω
O
．
ω
§
）
に
し
て
前
む

す
び
、
こ
れ
今
は
や
り
風
な
り
。
生
ま
れ
つ
き
の
玉
腰
の
太
細
に
し
た
が
ひ
て
帯

の
ひ
ろ
せ
ば
、
か
っ
こ
う
あ
る
べ
し
。
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
幅
は
漸
次
人
々
の
定

め
る
所
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
西
鶴
作
の
浮
世
草
子
に
は
広
幅
、
中
幅
、
幅
狭

な
ど
、
い
ろ
く
の
広
さ
の
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
て
、
当
時
帯
に
融
通
の
利
い

た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
前
期
の
男
子
帯
は
女
子
に
比
べ
て
巾
は
狭
く
、
女
の
ニ

ツ
割
が
男
子
は
三
ツ
割
と
い
う
標
準
で
あ
っ
た
。
帯
地
に
就
い
て
は
、
十
五
、
六

才
の
儒
子
、
二
十
四
、
五
才
の
縄
帯
、
三
十
才
の
糸
打
、
階
級
、
職
業
、
境
遇
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ガ
イ

分
け
る
と
、
大
尽
、
遊
客
で
は
紛
織
、
若
衆
に
黒
子
、
専
掌
、
侠
客
の
染
分
の
組

帯
、
職
人
は
小
倉
、
西
陣
、
奥
島
、
商
人
の
龍
紋
、
色
で
は
若
衆
の
鹿
子
、
茶
、

紫
、
縫
分
縞
、
宗
伝
唐
茶
、
薄
ネ
ズ
ミ
、
薄
樺
茶
、
商
工
の
青
茶
、
小
紋
、
黒
な

ど
の
例
が
西
鶴
の
「
草
子
」
に
あ
る
。
当
時
は
組
紐
帯
と
く
け
帯
と
で
、
組
紐
帯

は
平
打
と
縄
墨
の
も
の
と
あ
り
、
染
分
と
な
る
も
の
も
あ
っ
て
、
名
護
屋
帯
が
男

子
に
移
っ
た
。
く
け
帯
は
以
上
の
地
質
色
目
で
、
文
様
に
は
鹿
子
も
あ
っ
た
が
、

多
く
は
無
地
、
小
紋
、
縞
物
で
あ
る
。
文
様
を
浮
世
絵
で
見
る
と
、
矢
張
り
無
地

も
の
、
小
紋
も
の
、
縞
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
小
紋
形
に
は
七
宝
文
様
な
ど
が
あ

続
　
江
戸
時
代
の
帯
の
研
究

り
、
縞
は
縦
縞
が
多
く
、
後
、
横
縞
も
出
来
、
格
子
、
亀
甲
地
の
中
に
花
形
な
ど

も
あ
っ
た
。
若
衆
な
ど
に
は
、
婦
人
向
の
大
き
な
文
様
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
女
帯
の
地
質
は
、
金
壷
（
君
子
）
椴
子
、
編
珍
（
昔
々
物
語
）
な
ど
は
古
く
、

天
和
か
ら
元
禄
に
か
け
て
は
、
　
「
西
鶴
俗
つ
れ
み
＼
」
　
「
好
色
一
代
女
」
　
「
好
色

一
代
男
」
　
「
好
色
二
代
男
」
　
「
好
色
三
代
男
」
　
「
男
色
大
鑑
」
に
よ
る
と
十
四
才

で
黒
天
鷲
絨
、
里
子
、
十
八
、
九
才
で
木
綿
の
小
倉
、
二
十
才
で
糸
屋
帯
、
四
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ロ
ル

四
才
で
稲
妻
織
、
階
級
、
境
遇
、
職
業
で
分
つ
と
、
妻
の
回
々
織
、
後
家
の
あ
っ

ち
織
、
奉
公
人
の
編
子
、
龍
紋
、
縮
緬
、
今
織
、
遊
女
の
鱈
子
、
今
織
、
越
後

晒
、
儲
君
、
比
丘
尼
の
愚
子
、
そ
の
他
な
ら
べ
縞
、
缶
子
が
あ
る
。

　
色
に
就
い
て
は
、
寛
永
に
は
黒
地
、
天
和
か
ら
元
禄
に
か
け
て
は
、
十
四
才
の

樺
色
、
黒
、
二
十
才
の
紅
縞
、
妻
の
茶
色
、
遊
女
の
茶
色
、
赤
色
、
淫
売
の
ネ
ズ

ミ
色
、
黒
色
、
上
繭
の
紫
、
下
女
の
白
、
そ
の
他
黄
唐
茶
、
花
色
、
　
「
女
重
宝
記

」
に
は
、
「
帯
は
中
ご
ろ
は
や
り
し
茶
亭
子
、
花
色
男
子
な
ど
、
老
若
に
か
よ
い

て
目
に
た
た
ず
よ
き
も
の
な
り
。
」
と
あ
っ
て
、
元
禄
頃
は
め
だ
た
ぬ
も
の
を
よ

し
と
し
た
も
の
ら
し
い
。
天
和
年
刊
の
書
に
、
「
塩
吹
や
、
あ
せ
の
ら
ら
き
の
鯨

帯
」
と
あ
る
の
は
、
表
罫
、
裏
白
の
「
昼
夜
帯
」
の
こ
と
で
、
鯨
帯
と
よ
ば
れ
る

の
が
、
こ
の
頃
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
又
「
染
分
け
の
帯
」
と
云
う
こ
と
も

行
わ
れ
、
　
「
好
色
五
人
女
」
に
も
「
十
二
色
の
た
㌧
み
帯
」
　
「
段
染
の
一
巾
帯
」

「
西
鶴
織
留
」
に
も
「
百
品
染
」
と
云
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
延
宝
頃
の
名

優
女
形
の
開
山
伊
藤
小
太
夫
の
紫
鹿
子
の
帯
か
ら
小
太
夫
鹿
子
が
流
行
し
出
し
た

の
は
有
名
で
あ
る
。
文
様
に
つ
い
て
は
、
下
女
に
白
縮
緬
に
梅
の
花
葉
を
散
ら
し

た
も
の
、
遊
女
、
娘
の
石
畳
、
牡
丹
唐
草
金
入
の
帯
、
殊
に
百
羽
雀
の
切
付
段
染

（
好
色
五
人
女
）
、
小
鳥
づ
く
し
の
繊
繍
に
白
糸
の
綱
を
か
け
（
西
鶴
俗
つ
れ
づ
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続
　
江
戸
時
代
の
帯
の
研
究

れ
）
、
つ
ば
く
ら
の
縫
取
に
紫
色
の
綱
を
か
け
た
（
男
色
大
鑑
）
な
ど
、
贅
沢
な

も
の
で
あ
っ
た
。
又
浮
世
絵
に
表
れ
た
女
帯
の
文
様
は
、
図
案
的
と
絵
画
的
と
に

分
か
れ
、
図
案
的
で
は
直
線
の
も
の
に
横
縞
、
親
子
縞
、
亀
甲
、
紗
綾
形
、
菱
、

曲
線
の
も
の
に
立
涌
丸
、
七
宝
、
絵
画
的
の
も
の
で
自
然
物
に
は
雲
形
、
建
造
物

で
は
垣
、
植
物
で
は
梅
、
桜
、
牡
丹
な
ど
、
器
具
で
は
矢
の
羽
な
ど
で
、
図
案
、

絵
画
混
合
し
た
も
の
も
あ
る
。
江
戸
初
期
（
寛
永
頃
）
に
は
松
、
梅
、
桜
の
模
様

を
黒
地
に
織
り
つ
け
た
帯
を
「
鉢
の
木
の
帯
」
と
云
っ
て
珍
重
し
た
と
云
っ
て
居

る
。
　
（
独
語
）
文
様
の
配
置
は
、
散
点
し
た
り
並
列
し
て
居
る
の
が
多
く
、
雲
や

松
皮
菱
で
境
を
し
て
文
様
に
変
化
を
与
え
た
の
も
あ
る
。
加
工
法
は
織
、
染
に

ぬ
い繍
、
描
絵
、
切
付
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
染
は
鹿
子
紋
、
三
浦
紋
も
行
わ
れ
た
。
又

小
紋
も
こ
の
頃
用
い
た
。
切
付
は
別
の
裂
を
縫
い
つ
け
る
の
で
、
摺
箔
や
金
糸
の

刺
繍
も
行
れ
た
よ
う
で
、
正
保
三
年
刊
「
十
二
段
冊
子
」
に
「
箔
の
帯
」
と
あ

り
、
寛
文
十
二
年
刊
「
諸
国
独
吟
集
」
に
、
　
「
腰
元
の
は
㌧
す
る
も
殿
の
御
執
心

ち
き
り
も
結
も
縫
箔
の
帯
」
と
あ
る
。
意
匠
で
最
も
多
い
の
は
無
地
で
、
文
様
と

し
て
は
縞
が
多
く
、
丸
の
文
様
は
随
分
多
か
っ
た
よ
う
で
、
絵
画
に
多
く
表
れ
て

居
る
。
一
般
庶
民
階
級
で
は
模
様
の
発
展
は
乏
し
く
て
、
ほ
と
ん
ど
編
珍
が
流
行

し
、
縞
物
が
主
で
あ
り
、
娘
さ
ん
に
は
鹿
の
子
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
又

帯
の
下
に
す
る
抱
え
帯
は
、
し
ご
き
の
こ
と
で
、
明
暦
、
寛
文
頃
か
ら
段
々
と
多

く
な
り
、
天
和
か
ら
貞
享
の
初
め
頃
ま
で
は
前
で
、
そ
れ
以
後
は
横
で
結
ぶ
こ
と

㌧
な
っ
た
と
、
近
世
風
俗
考
に
記
さ
れ
て
居
る
。
婦
人
は
天
和
か
ら
享
保
に
か
け

て
、
帯
の
下
に
之
を
結
ん
で
か
ら
げ
て
外
出
し
た
の
で
、
縮
緬
で
作
り
、
西
鶴
に

は
紫
や
虹
染
の
例
も
あ
る
が
、
紅
な
ど
も
多
か
っ
た
ら
し
い
。
延
宝
、
天
和
、
貞

享
頃
は
紫
、
元
禄
の
頃
は
水
色
が
流
行
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
居
る
。

　
中
期
に
は
、
八
代
将
軍
吉
宗
が
勤
倹
の
治
を
始
め
、
自
ら
綿
服
を
着
て
一
汁
一

菜
の
節
約
の
模
範
を
垂
れ
、
一
面
に
は
殖
産
工
業
の
隆
盛
を
計
っ
た
の
で
、
各
国

に
染
織
が
起
っ
た
。
当
時
の
男
帯
、
女
帯
の
巾
は
、
享
保
年
間
刊
「
万
金
産
業

袋
」
に
よ
る
と
、
翻
心
．
尺
五
寸
（
㊤
軽
曾
刈
§
）
、
丈
一
丈
二
尺
（
ホ
α
§
）
で
、
別

の
は
三
ツ
割
、
女
の
は
ニ
ツ
割
と
す
る
と
あ
る
。
併
し
品
物
に
よ
っ
て
は
、
多
少

そ
の
寸
法
を
異
に
す
る
も
の
も
あ
る
。
又
男
帯
は
、
　
「
反
古
染
」
に
は
享
保
に
は

巾
二
寸
（
S
①
§
）
、
三
寸
（
一
一
魁
§
）
、
元
文
に
は
四
寸
（
窃
’
b
o
§
）
、
五
寸

（
冨
・
㊤
§
）
、
よ
り
だ
ん
く
広
く
、
宝
暦
よ
り
巾
狭
く
、
安
永
に
は
丸
ぐ
け
の

紐
の
よ
う
で
、
天
明
か
ら
元
文
に
返
り
広
く
な
っ
た
と
あ
る
。
男
帯
の
地
質
は
、

享
保
に
は
、
縞
継
子
、
二
子
、
博
多
、
紋
賀
、
繍
子
、
濡
珍
、
七
子
、
黒
飛
さ

や
、
紬
縞
、
元
文
に
は
、
丹
後
現
珀
、
昼
夜
織
、
宝
暦
に
は
、
黒
現
珀
、
縞
糸
直

田
、
縞
縮
緬
、
上
田
変
り
縞
、
八
丈
織
、
元
明
に
は
、
緋
博
多
、
野
口
子
、
紫
飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の

（
反
古
染
）
そ
の
他
院
落
本
に
は
続
、
風
通
、
編
曲
、
壁
ち
ょ
う
、
縮
緬
、
三

子
、
と
ろ
め
ん
、
七
子
、
紗
綾
、
小
倉
、
親
和
織
の
名
が
見
え
て
居
る
。
色
目
で

は
「
反
古
染
」
に
は
、
黒
鳶
、
紫
鳶
、
直
酒
落
本
の
中
を
見
る
と
黒
、
萌
黄
、
鵬

茶
、
花
色
、
賢
女
、
鼠
、
臼
茶
な
ど
が
あ
り
、
当
時
の
流
行
の
色
目
を
知
る
こ
と

が
出
来
る
。
明
和
、
安
永
頃
の
緋
無
垢
帯
で
、
一
名
「
腹
切
帯
」
と
云
わ
れ
、
猫

ぢ
や
ら
し
結
び
流
行
し
、
粋
な
人
に
喜
ば
れ
た
。

　
安
永
風
俗
に
男
が
緋
博
多
、
緋
椴
子
の
帯
を
し
た
の
が
流
行
し
、
と
び
色
の
羽

織
に
赤
帯
見
え
り
、
と
あ
る
。

　
女
帯
で
は
、
字
保
に
、
縞
正
子
、
結
珍
、
鍛
子
、
縮
緬
、
宝
暦
に
、
真
田
帯
、

回
々
織
金
入
、
明
和
に
、
嚢
子
、
織
留
金
入
、
安
永
、
天
明
に
、
天
鷲
絨
、
更

紗
、
の
帯
が
見
え
て
居
る
．
、
鳶
色
は
鵬
萌
黄
鍛
子
の
広
巾
帯
、
萌
黄
博
多
の
帯
、
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茶
地
の
金
な
し
再
々
織
に
唐
花
織
り
し
帯
、
黒
天
鷲
絨
に
金
更
紗
織
と
腹
合
せ

帯
、
気
重
年
子
帯
、
浅
葱
博
多
、
浮
世
絵
か
ら
は
、
黒
、
茶
、
～
、
萌
黄
な
ど
の

色
が
最
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
明
和
に
は
「
腹
合
せ
帯
」
が
は
や
り
、
結
び
方

は
、
ほ
と
ん
ど
後
ろ
に
な
っ
て
き
た
。
文
様
は
男
女
と
も
無
地
が
多
く
、
次
に
横

縞
、
斜
縞
が
多
い
。
婦
人
の
文
様
と
し
て
は
、
市
松
、
亀
甲
、
松
皮
菱
、
な
ど
の

直
線
文
様
か
ら
、
立
涌
、
七
宝
、
円
な
ど
の
文
様
に
す
㌧
み
、
多
少
写
生
風
の
文

様
が
あ
っ
て
も
、
同
型
を
反
復
、
散
在
さ
せ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
天
明
頃

か
ら
再
訂
が
広
く
な
る
に
つ
れ
て
、
自
在
．
画
風
の
変
化
の
多
い
文
様
を
川
い
る
よ

う
に
な
っ
た
。
又
筋
も
竪
縞
が
追
々
用
い
ら
れ
た
の
は
、
文
様
が
平
面
か
ら
立
体

に
進
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
又
そ
れ
ら
の
意
匠
に
川
い
ら
れ
た
色
彩
の
種
類
は
、

大
体
二
色
位
で
あ
っ
た
が
、
宝
暦
頃
に
は
三
色
位
の
が
だ
ん
く
流
行
し
、
明

和
、
安
永
頃
に
は
色
彩
も
よ
く
調
和
す
る
色
彩
を
用
い
て
意
匠
を
作
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
浮
世
絵
美
人
画
の
帯
の
色
が
よ
く
調
和
し
、
例
え
ば
黄
色
地
に
薄

紅
、
薄
湿
色
の
立
涌
、
薄
金
、
薄
鼠
に
薄
紅
の
筋
を
入
れ
た
縞
帯
が
優
椀
な
情
趣

を
亙
る
の
は
、
現
代
に
於
け
る
帯
の
色
な
ど
に
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
帯
の
文
様
で
は
、
佐
野
川
市
松
丈
（
元
禄
）
か
ら
起
っ
た
市
松
文
様
が
流
行

し
、
当
時
俳
優
か
ら
起
っ
た
文
様
は
、
中
期
に
は
大
へ
ん
多
く
、
三
井
親
和
の
能

書
を
文
様
と
し
た
親
和
織
が
あ
り
、
帯
に
文
字
を
入
れ
る
こ
と
が
起
っ
た
。
　
「
悪

世
物
語
」
に
「
菊
寿
の
帯
」
と
あ
る
の
も
そ
の
文
字
を
文
様
と
し
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
代
は
衣
服
の
華
美
が
圧
迫
さ
れ
た
時
代
で
、
そ
れ
が
田
沼
父
子
の
専

攻
時
代
に
は
再
び
反
動
的
に
華
美
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
衣
服
よ
り
も
、
髪
風
と

帯
と
に
意
匠
の
改
革
が
あ
り
、
衣
服
の
無
地
、
小
紋
、
縞
、
緋
に
対
し
て
、
帯
は

無
地
、
大
紋
、
縞
が
生
じ
、
衣
服
の
単
純
な
意
匠
を
帯
を
以
て
補
う
こ
と
＼
な
つ
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た
の
で
あ
る
．
そ
こ
で
、
女
帯
は
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
巾
が
広
く
な
り
、
結
び

方
も
大
き
く
な
っ
て
、
後
ろ
が
多
く
な
り
、
髪
形
の
華
美
と
対
照
す
る
こ
と
＼
な

っ
た
。
日
本
の
衣
服
に
於
け
る
帯
は
、
こ
＼
で
そ
の
優
遼
、
を
助
け
る
大
き
な
．
要
素

と
な
り
、
衣
服
に
対
し
て
切
り
は
な
し
て
考
え
ら
れ
な
い
背
面
の
美
的
効
果
を
あ

げ
る
、
重
要
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
遊
女
．
に
は
「
し
ご
き
帯
」
が
あ
り
、

こ
れ
は
芯
の
象
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
日
な
し
帯
が
大
部
分
で
、
白
縮
緬
の
も

の
、
鶴
茶
縮
緬
の
も
の
が
あ
り
、
浮
世
絵
に
は
紫
鹿
子
、
水
色
鹿
子
な
ど
が
多
く

描
か
れ
て
居
る
。
又
女
官
、
御
殿
女
中
に
は
「
附
帯
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
寛
永
頃

か
ら
の
女
帯
が
後
世
ま
で
依
然
と
し
て
残
っ
た
の
で
、
夏
期
帷
子
の
時
に
行
わ
れ

た
。
形
式
は
巾
三
寸
袋
に
く
け
て
あ
り
、
長
さ
四
尺
（
一
α
一
』
§
）
両
端
に
芯
を

入
れ
て
丸
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
錦
、
金
欄
な
ど
が
あ
る
。
冬
は
附
帯
を
用
い

ず
、
巾
四
寸
位
の
量
子
の
帯
を
前
で
結
び
、
上
に
掻
取
を
着
、
外
出
に
は
か
ら
げ

た
も
の
で
あ
る
。
後
期
の
男
帯
の
長
さ
は
一
盛
（
ω
お
§
）
、
巾
は
鯨
尺
一
寸
八
、

九
分
（
①
甲
Q
o
～
『
●
b
◎
§
噛
）
が
普
通
で
、
二
寸
（
S
①
§
）
は
巾
が
広
く
、
一
寸
七
分

（
O
・
心
§
）
は
狭
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
の
八
分
野
も
の
は
八
分
山
と
云
う
。
嘉

永
に
は
二
寸
の
巾
の
広
い
も
の
を
好
む
向
も
出
来
た
。
中
流
以
下
に
は
晋
な
が
ら

の
曲
尺
二
寸
（
①
・
O
O
§
）
巾
の
真
田
紐
を
用
い
る
風
も
あ
っ
た
。

　
女
帯
は
巾
が
天
明
頃
、
驕
者
の
風
潮
は
益
々
増
長
し
て
文
化
に
は
一
尺
五
分

（も。

?
E
◎
o
§
）
と
な
っ
た
。
男
帯
の
地
質
は
、
之
は
京
阪
庶
民
の
若
者
は
博
多
、
中

流
の
若
者
、
丁
稚
は
紗
綾
を
用
い
た
が
、
漸
次
一
般
に
博
多
の
模
造
を
喜
ぶ
よ
う

に
な
り
、
後
期
を
通
じ
て
貴
賎
、
貧
富
、
老
若
を
問
は
ず
博
多
が
全
盛
と
な
り
、

真
物
を
本
博
多
、
価
格
は
一
両
一
、
二
分
、
模
造
は
京
、
甲
州
（
山
梨
県
）
で
作

ら
れ
、
価
格
は
三
分
、
上
野
で
は
一
、
二
分
の
も
の
も
あ
っ
た
。
又
平
常
に
は
錦
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博
多
を
用
い
、
価
一
分
あ
る
い
は
銀
二
十
匁
、
小
民
や
丁
稚
に
は
小
倉
が
あ
り
、

中
以
下
に
は
真
田
紐
、
天
保
前
三
都
武
家
雇
夫
、
芝
居
木
戸
番
は
羅
紗
や
八
丈
島

の
八
端
を
用
い
た
。
天
保
始
め
の
京
阪
労
働
者
は
「
へ
る
へ
と
帯
」
天
驚
絨
を
用

い
た
。
色
目
は
前
期
と
あ
ま
り
相
違
は
な
く
、
博
多
は
男
帯
に
黒
が
多
く
、
白
あ

る
い
は
茶
の
一
筋
、
子
持
縞
を
織
出
し
た
も
の
が
多
く
、
媚
茶
、
紺
地
は
之
に
次

ぎ
、
白
地
は
な
く
て
、
浅
葱
も
ま
れ
で
あ
っ
た
が
、
子
供
と
力
士
に
は
赤
が
あ
っ

た
。
小
倉
は
革
色
、
茶
色
、
紺
色
が
あ
り
、
羅
紗
に
は
臼
、
萌
黄
、
黄
茶
が
あ

り
、
博
多
は
表
裏
同
色
の
も
の
と
、
黒
色
が
異
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
云
わ
れ

る
。
文
様
は
博
多
で
流
行
し
た
の
は
「
独
鈷
」
と
云
う
の
で
、
仏
具
の
独
鈷
や
三

鈷
に
似
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
紋
の
一
条
を
コ
本
独
鈷
」
、
ご
本
を
「
二

本
独
鈷
」
と
称
し
、
大
小
独
鈷
二
筋
の
も
あ
り
、
紋
や
地
色
が
同
色
な
の
を
「
供

独
鈷
」
、
紺
を
交
え
た
の
は
あ
っ
た
が
、
他
の
色
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。
「
船
越
」

と
云
う
紋
は
地
に
格
子
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
独
鈷
が
あ
る
も
の
で
、
旗
本
の

士
、
船
越
某
が
始
め
て
之
を
用
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
小
倉
や
無
地
、
縞
も

あ
っ
た
が
、
独
鈷
に
は
な
い
。
博
多
に
「
献
上
形
」
と
云
う
文
様
が
あ
っ
た
が
、

嘉
永
か
ら
は
「
献
上
形
」
と
並
ん
で
「
船
越
形
」
が
流
行
し
た
。
以
上
の
よ
う
に

男
子
帯
の
意
匠
に
は
あ
ま
り
変
化
は
な
い
が
、
紙
子
で
作
ら
れ
た
帯
も
あ
っ
た
。

女
帯
の
意
匠
は
、
浮
世
絵
な
ど
に
よ
る
と
、
無
地
、
縞
物
、
図
案
的
文
様
、
写
生

的
文
様
、
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
無
地
は
文
様
が
な
く
、
娘
、
妻
に
も
用

い
ら
れ
、
色
は
紅
が
最
も
多
く
、
花
田
、
鼠
、
欝
金
、
黒
な
ど
が
あ
る
。
無
地
物

の
流
行
は
前
期
か
ら
も
続
い
て
居
る
。
縞
物
も
前
期
か
ら
で
あ
る
が
、
次
第
に
ま

れ
に
な
り
、
後
期
の
よ
う
な
縞
物
の
衣
服
の
流
行
に
は
縞
の
帯
は
調
和
し
な
い
。

耕
な
ど
の
場
合
で
も
縞
帯
は
合
わ
な
い
の
で
、
す
た
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

図
案
的
文
様
は
、
前
期
か
ら
発
達
し
か
け
て
居
た
が
、
こ
の
頃
に
な
っ
て
、
大
い

に
発
達
し
た
。
そ
れ
に
は
有
職
文
様
、
そ
の
他
界
し
い
文
様
に
硬
化
し
た
図
案
が

羅
列
さ
れ
、
動
植
物
、
自
然
界
が
主
な
材
料
と
な
っ
て
進
出
し
て
来
た
。
文
様
に

は
新
ら
し
い
も
の
が
多
く
、
例
え
ば
丸
と
か
四
角
、
七
宝
、
亀
甲
、
紗
綾
形
な
ど

と
、
正
確
な
纒
つ
た
形
と
な
っ
て
、
そ
の
中
に
文
様
が
唄
充
さ
れ
て
居
る
も
の
が

多
い
。
写
生
的
文
様
は
植
物
、
動
物
な
ど
の
写
生
風
の
自
在
画
を
帯
の
文
様
と
し

た
斬
新
な
も
の
も
現
れ
た
。
然
し
こ
れ
と
て
も
無
拘
束
に
作
ら
れ
た
意
匠
で
は
な

く
、
帯
の
文
様
と
し
て
、
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
面
白
い
。
歌
麿
の
絵
に
は
、
大

き
な
芭
蕉
の
葉
が
長
く
摘
出
さ
れ
て
い
た
り
、
唐
草
が
散
乱
し
て
居
た
り
、
大
胆

な
文
様
が
あ
る
一
方
に
は
、
極
め
て
細
密
な
文
様
が
あ
っ
て
、
亀
甲
の
中
に
幾
多

の
花
が
一
つ
く
綿
密
に
填
充
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
模
様
も
あ
る
。
又
以
上
の
四

種
混
和
を
折
衷
し
た
も
の
も
あ
る
。
色
調
も
こ
の
頃
に
な
っ
て
多
種
と
な
り
、
帯

の
油
染
に
多
数
の
色
彩
を
加
え
る
こ
と
は
、
こ
の
期
の
特
徴
の
よ
う
で
あ
る
。
享

保
以
来
技
巧
と
し
て
も
織
染
が
主
な
も
の
で
、
従
来
の
描
絵
、
摺
箔
、
刺
繍
、
切

付
な
ど
が
行
わ
れ
ず
、
染
で
は
糊
置
、
板
締
、
鹿
の
子
な
ど
が
、
行
わ
れ
て
い
た

ら
し
い
が
、
こ
れ
に
関
す
る
資
料
が
乏
し
い
の
で
残
念
で
あ
る
。
し
ご
き
帯
は
、

矢
張
り
遊
女
の
間
で
行
わ
れ
、
前
期
の
よ
う
に
無
地
だ
け
で
な
く
、
鹿
子
、
小

桜
、
麻
の
葉
、
な
ど
色
々
の
染
文
様
が
出
さ
れ
、
紅
、
白
、
水
色
、
紫
な
ど
、
種

々
の
色
が
あ
っ
て
、
帯
の
下
の
か
ら
げ
と
、
帯
止
の
し
ご
き
を
用
い
る
こ
と
も
こ

の
時
期
か
ら
漸
次
起
っ
て
来
た
。
単
衣
服
罪
が
長
く
な
っ
て
、
家
で
は
引
き
ず
る

風
習
が
起
っ
た
為
、
外
出
に
は
ど
う
し
て
も
か
ら
げ
ね
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
抱
帯

が
再
興
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
古
い
抱
帯
は
対
丈
の
衣
服
を
外
出
の
時
に
短
く

す
る
為
で
あ
っ
た
が
、
後
期
の
か
ら
げ
は
長
い
衣
服
を
対
丈
す
る
為
で
あ
る
。
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「
丸
ぐ
け
帯
」
は
中
世
か
ら
僧
侶
が
用
い
、
又
民
間
で
は
小
児
に
あ
る
。
「
三
尺

帯
」
は
染
木
綿
布
を
裁
縫
せ
ず
に
そ
の
ま
～
数
尺
に
切
っ
て
男
子
の
帯
と
し
た
。

こ
れ
ら
は
職
人
階
級
の
も
の
、
黒
白
地
学
綿
布
は
多
く
下
級
士
分
者
の
帯
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
最
近
成
年
男
子
や
子
供
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
へ
こ
帯
」
は
明
治

初
年
に
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
状
態
で
江
戸
時
代
に
於
け
る
男
女

の
帯
は
、
明
治
に
入
り
、
大
正
、
昭
和
と
現
代
に
及
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
又
足

利
時
代
よ
り
発
生
し
た
能
も
徳
川
期
に
入
っ
て
、
衣
裳
も
帯
も
大
い
に
発
達
し
、

絢
瀾
た
る
も
の
が
出
来
た
。
そ
れ
は
民
間
に
も
影
響
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
以

上
で
私
の
帯
の
文
様
、
地
質
、
色
目
の
研
究
を
終
り
た
い
。

結

び

　
帯
が
紐
帯
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
男
女
装
共
に
様
々
な
発
達
変
化
を
示
し
て
き

た
が
、
近
世
小
袖
服
飾
の
発
達
は
、
そ
の
単
純
な
衣
服
構
成
、
外
観
の
単
調
な
線

に
対
し
て
、
帯
の
豪
華
さ
が
求
め
ら
れ
、
質
に
お
い
て
も
主
服
に
劣
ら
な
い
貫
禄

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
居
る
。
そ
し
て
和
服
と
一
体
と
な
っ
て
女
性
の
服
飾
美
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
が
、
帯
は
着
る
人
の
体
格
、
背
の
高
低
な
ど
と
も
調
和
さ
れ

て
こ
そ
、
女
性
の
後
ろ
姿
の
美
し
さ
、
ひ
い
て
は
女
性
の
美
し
さ
を
発
揮
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
又
帯
に
は
そ
の
装
飾
性
の
他
に
、
機
能
性
、
精
神
的

な
面
も
考
え
ら
れ
る
。
機
能
面
で
は
、
巾
、
丈
、
及
び
結
び
方
の
単
純
さ
が
要
求

さ
れ
る
と
思
う
。
尤
も
P
・
T
・
0
に
応
じ
て
帯
の
地
質
、
文
様
、
色
目
、
結
び

方
に
重
い
軽
い
の
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
結
び
易
く
、
し
か
も
美
し
い
結
び
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方
、
そ
れ
に
は
締
め
て
形
に
し
た
時
の
巾
、
長
さ
が
着
る
人
の
体
型
に
合
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
受
話
の
地
質
、
縫
製
、
色
、
文
様
に
も
関
係
し
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
江
戸
時
代
で
は
そ
の
初
期
に
、
す
で
に
自
分
の
体
型
に
合
わ
せ
て
帯
の
長

さ
、
巾
を
決
め
て
締
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
精
神
面
で
は
、
帯
を
締
め
た
時
に

自
つ
と
感
じ
る
緊
張
感
と
情
緒
的
な
気
持
が
湧
い
て
来
る
の
は
、
和
服
と
帯
の
持

つ
特
色
だ
と
思
う
。
江
戸
時
代
小
袖
の
発
達
と
共
に
、
帯
も
発
展
し
、
美
観
上
か

ら
又
実
用
面
か
ら
服
飾
の
一
と
し
て
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
た
。
従
っ
て
和

服
が
存
続
さ
れ
る
以
上
、
永
久
に
残
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
発
展
に
は
、

時
代
の
生
活
様
式
に
マ
ッ
チ
し
、
完
成
さ
れ
た
美
し
さ
を
持
つ
も
の
へ
と
変
化
さ

れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

　
終
り
に
各
時
代
の
帯
の
長
さ
と
か
巾
、
縫
製
に
つ
い
て
更
に
研
究
し
た
か
っ
た

が
、
い
か
に
も
資
料
の
不
足
で
研
究
の
不
備
に
了
つ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。
本

論
文
を
御
指
導
し
て
下
さ
っ
た
江
馬
務
先
生
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

河後金和石組江山
鰭藤沢田崎弓馬馬
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